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民
族
教
育
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か

名
古
屋
市
補
助
金
を
め
ぐ
っ
て

文 光 喜
愛知朝鮮学園理事長

今
年
二
〇
二
四
年
は
選
挙
の
年

と
い
わ
れ
、
既
に
六
カ
国

盆
昇
”
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、

ペ
ル
ー
、
イ
ン
ド
）
が
終
わ
り
、

あ
と
三
カ
国

（欧
州
議
会
、
メ
キ

シ
ヨ
、
米
国
）
が
残
つ
た
。
選
挙

で
政
治
の
変
化
を
も
た
ら
す
効
果

は
大
き
い
と
い
わ
れ
る
が
、
ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
の
波
が
米
国
の
選
挙
で

再
び
大
き
く
な
る
可
能
性
が
出
で

い
る
。
日
本
で
は
自
民
党
最
大
の

危
機
と
叫
ば
れ
て
い
て
も
、
今
解

散
す
れ
ば
白
民
党
の
圧
勝
に
終
わ

る
と
予
想
す
る
政
治
評
論
家
も
い

アつ
。特
に
〇
二
年
以
降
、
拉
致
問
題

と
絡
め
て
、
在
日
朝
鮮
人
に
対
す

る
ヘ
イ
ト
や
嫌
が
ら
せ
が
多
い
。

そ
の
中
で
も
最
た
る
も
の
は
二
〇

一
〇
年
以
降
の
高
校
無
償
化
否
認

で
あ

っ
た
。
結
局
政
権
与
党
が
誰

に
な
ろ
う
が
、
朝
鮮
半
島
の
情
勢

と
，
本
の
政
治
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
一は

傷

つ
い
た
。
外
国
人
学
校
は
良
く

て
朝
鮮
学
校
だ
け
が
否
定
さ
れ
た

こ
と
は
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮

へ
の

植
民
地
支
配
に
対
す
る
過
去
の
清

算
も
否
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
在

日
朝
鮮
人
の
人
権
問
題
は

一
般
の

在
留
外
国
人
の
権
利
次
元
と
は
違

う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
今
や
拉

致
の
問
題
で
過
去
の
歴
史
清
算
を

帳
消
し
に
し
て
、
拉
致
に
関
し
て

は
差
別
が
許
さ
れ
、
歴
史
清
算
は

追
い
や
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た

「
こ

ど
も
基
本
法
」
Ｔ
〓
一年
六
月
成

立
）
に
則
り
、
全
国
の
自
治
体
・が

「
こ
ど
も
を
権
利
」
を
守
り

「
こ

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
す

る
」
条
例
案
を
可
決
し
た
。
し
か

し
、
東
京
、
大
阪
が
停
止
さ
れ
た
の

を
は
じ
め
全
国
の
朝
鮮
学
校
所
在

地
で
は
、
教
育
助
成
金
を
削
減
停

止
す
る
状
況
が
未
だ
に
続

い
て
い

る
。
こ
の
差
別
問
題
の
根
本
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
歴
史
的
に
遡

り
、
子
ど
も
の
権
利
と
民
族
教
育

の
関
係
性
か
ら
今
後

一
〇
〇
年
以

上
継
続
で
き
る
可
能
性
を
探

つ
て

み
た

い
と
思
う
。

無
償
化
裁
剣
以
降
助
成

金
の
推
移

二
〇
三
二
年
、
名
古
屋
市
中
村

区
に
あ

つ
た
名
古
屋
初
級
学
校
が

諸
般
の
事
情
で
豊
明
市
に
移
転
し

た
と
こ
ろ
、
「名
古
屋
市
外
国
人

学
校
設
備
備
品
等
整
備
費
補
助

金
」
二
七
九
万
三
千
円
が
支
給
さ

れ
て
い
た
が
停
止
さ
れ
た
。
今
年

も

一
一
七
人
が
名
古
屋
市
か
ら
通

学
し
て
い
る
が

「市
外
」
と
の
理

由
で
取
り
や
め
に
な

っ
て
い
る
。

県
的
に
は
補
助
単
価
千
円
上
が

つ

た
が
実
質
的
に
は
昨
年
と
比
ベ

て
、　
一
工
○
万
四
千
円
も
下
が
る

絣
嘲
を‐こ
儘
‰
「

想
で
あ
る
。　
資

一
般
的
に
日
本

の
子
ど
も
が

名
古
屋
市
内
か
ら
市
外
の
小
中
高

等
学
校

へ
就
学
さ
せ
た
場
合
は
、

授
業
料
は
勿
論
、
給
食
費
や
学
用

品
費
等
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な

費
用
を
援
助
さ
れ
る
。
私
立
小
申

高
等
学
校

へ
通
学
し
て
い
る
場
合

で
も
、
名
古
屋
市
の
助
成
金
制
度

は
、
愛
知
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
私
立
高
等
学
校
の
全
日
制
ま
た

は
定
時
制
の
過
程
に
在
籍
し
て
い

る
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
て
、
名
古
屋
市
に
住
ん
で
豊
明

市
に
あ
る
学
校

へ
通
う
場
合
で
も

助
成
金
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
が

普
通
で
あ
る
。

教
育
を
受
け
る
権
利
は
子
ど

も
の
権
利
条
約

（日
本
は

一
九
九

四
年
批
準
）
に
も
定
め
ら
れ
て
い

る
通
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
も

つ
権
利
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
に

は

「す
べ
て
国
民
は
、
そ
の
能
力

に
応
じ
て
、
ひ
Ｌ
し
く
教
育
を
受
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け
る
権
利
を
有
す
る
」
「経
済
的

又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差

別
さ
れ
な
い
」
と
定
め
て
い
る
よ

う
に
、
学
費
と
教
育
条
件
の
格
差

は
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。
　
　
、

愛
知
県

の
私
学
は
二
〇
二
〇

年
度
か
ら
、
国
の
就
学
支
援
金
の

増
額
分
を
全
額
活
用
し
て
、
年
収

七
二
〇
万
未
満
世
帯
ま
で
授
業
料

と
入
学
金
の
実
質
無
償
化
を
実
現

し
て
い
る
。

入
学
納
付
金
補
助
額
と
授
業

料
の
補
助
額
は
資
料
２
を
参
照
す

′０
。対
象
要
件
は
保
護
者
が
生
活

保
護
受
給
者
、
非
課
税
世
帯
で
、

私
立
の
高
等
学
校
、
中
等
学
校
後

期
過
程
、
専
修
学
校
高
等
過
程
―こ

進
学
す
る
生
徒

一
人
に
年
間
５

２
，
６
０
０
～
１
５
２
，
０
０
０

円
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
上
記
三
項

日
が
日
本
の
高
等
学
校
に
は
適
用

さ
れ
る
が
、
朝
鮮
高
級
学
校
に
は

一
切
適
用
し
な
い
の
で
あ
る
。
日

本
の
小
中
学
校
は
ほ
と
ん
ど
公
立

で
あ
る
の
で
、
義
務
教
育
で
無
償

化
で
あ
り
、
名
古
屋
市
で
は
三
校

の
私
学
が
あ
る
が
、
補
助
は
支
給

さ
れ
て
い
る
。

民
族
教
育
を
排
除
す
る
理

由
は民
族
教
育
は
在
日
朝
鮮
同
胞

の
民
族
の
奪
厳
を
保
ち
民
族
性
を

守
り
発
展
さ
せ
る
重
要
な
空
間
で

あ
る
。
朝
鮮

の
海
外
同
胞
権
容
擁
護

法
（
一〇
二
二
年
制
定
）
に
は
二
海

外
朝
鮮
公
民
に
対
す
る
民
族
的
差

別
と
迫
害
、
弾
圧
」
を
「
自
主
権
と

民
族
的
奪
厳
に
対
す
る
侵
害
行

為
」
と
規
定
し
対
応
措
置
を
取
る

こ
と
を
促
し
、
朝
鮮
総
聯
八
大
綱

領
に
も
民
族
教
育
を
重
要
な
諸
権

利
と
し
て
謳

つ
て
い
●
。

朝
鮮
学
校
が
朝
鮮
語
を
授
業

用
語
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
の
子

ど
も
た
ち
を
教
育
対
象
に
し
て
い

る
が
、
「
北
朝
鮮
学
校
」
と
同

一
読

す
る
の
は
正
し
く
な

い
。
学
生
の

国
籍
は
韓
国
、朝
鮮
、
［日
本
等
様
場

で
あ
り
、
分
断
国
家
を
背
景
に
持

つ
在
日
コ
リ
ア
ン
の
民
族
学
校
で

あ
る
。
愛
知
県
に
は
豊
明
市
に
愛

知
朝
鮮
中
高
級
学
校
、
名
古
屋
朝

鮮
初
級
学
校
、
付
属
幼
稚
園
と
春

日
井
市
に
東
春
朝
鮮
初
級
学
校
、

愛
知
朝
鮮
第
七
初
級
学
校
と
付
属

幼
稚
躍
で
あ
り
、
学
生
数
は
二
五

七
名
で
あ
る
。
在
日
朝
鮮
人
の
子

ど
も
は
ほ
と
ん
ど
が
特
別
永
倖
資

格
を
持

つ
て
お
り
、
外
国
人
で
は

あ
る
が
生
活
基
盤
は
日
本
に
あ

り
、
永
住
を
前
提
と
し
て
生
活
し

て

い
る
。
日
本
学
校
で
は
学
べ
な

い
母
国
語
で
あ
る
朝
鮮
語
を
系
統

的
に
学
び
、
歴
史
や
文
化
、
民
族
あ

ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
を
学
び
、
専

門
学
科
も
同
時
に
学
ぶ
こ
と
で
国

際
化
時
代
を
生
き
る
人
材
と
し
て

育
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
朝
鮮
学
校
の
教
科
書

は
、
民
族
性
、
科
学
性
、
現
実
性
の

三
原
則
に
則
り
、
在
日
朝
鮮
人
教

育
者
に
よ
る
編
纂
委
員
会
が

一
〇

年
に

一
度
改
編
し
学
友
書
房
が
出

版
し
て
い
る
）教
科
書
は
「北
朝
鮮

政
府
が
作
成
」
し
て

い
る
わ
け
で

も
な
く
、
在
日
二
世
教
職
員
た
ち

が
手
塩
を
か
け
作
成
さ
れ
、
過
去

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
皮
し
て
、
在

日
朝
鮮
人
の
民
族
自
主
意
識
に
基

づ
と
ヽ
、
先
進
的
科
学
技
術
知
識
を

学
び
、
日
本
や
国
際
走
会
で
活
燿

で
き
る
資
質
と
能
力
を
備
え
た
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
特

に
、
歴
史
に
関
し
て
は
朝
鮮
の
歴

史
に
対
す
る
他
律
論
、
停
滞
論
で

は
な
く
、
自
律
的
な
発
展
認
識
に

基
づ
き
、
「
民
族
統

一
教
科
書
」
を

目
指
し
て
民
族
的
大
団
結
を
強
あ

て

い
く
志
向
性
を
求
め
て

い
る
。

な
お
、
政
治
的
な
利
害
が
複
雑
に

絡
み
合
う
論
争
的
な
歴
史
認
識
―ご

関
す
る
論
点
は
、
ド
イ
ツ
・ポ
ー
ラ

ン
ド
‥
フ
ラ
ン
ス
の
教
科
書
対
話

の
経
験
か
ら
学
び
、
相
互
が
尊
重

し
信
頼
し
、
一不
来
を
築

い
て

い
く

方
向
で
記
さ
れ
て

い
る
。
特
に
日

本
や
日
本
計
会
に
つ
い
て
は
、
一
一

〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る
善
隣
と

友
好
の
歴
史
を
教
え
、
「朝
鮮
涌
．信

使
」
や
「
不
幸
な
歴
史
」
宣
ユ
臣
秀
吉

の
侵
略
、
日
本
帝
国
主
義

の
植
民

地
支
配
、
北
の
拉
致
問
題
等
）
に
つ

い
て
も
し

つ
か
り
教
え
、
朝
鮮
と

日
本
の
友
好
と
親
善
を
深
め
て
い

け
る
育
成
に
努
め
て
い
る
の
で
あ

る
［朴
６
ｏ
ｌ
い
２
．・
。
し
た
が

つ
て
、

朝
鮮
学
校
は
在
日
朝
鮮
人
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
の
み
な
ら
ず
、
日
本

と
朝
鮮
牟
島
を
結
び
つ
け
る
架
け

橋
と
な
る
人
材
が
育
ち
、
日
太
と

の
国
際
交
流
を
深
め
る
多
民
族
多

文
化
共
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
う

る
。
「
日
本
を
知
る
外
国
の
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
と

つ
て
の
宝
で
あ
る
」
ｓ
〓

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
学
校
が
無

償
化
実
施

の
際
、
適
用
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
た

い
き
さ
つ
と
適
用
如

何
を
審
査
す
る
た
め
の
検
討
会
議
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が
二
〇

．
〇
年
八
月
に
出
し
た
報

生
「
高
等
学
校

の
課
程
に
類
す
る

課
程
を
置
く
外
国
人
学
校
の
指
定

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
」
で
は
、

そ
の
制
度
的
、
客
観
的
な
基
準
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は

朝
鮮
高
級
学
校
が
響
寸
修
学
椿
一高

等
課
程
」
に
求
め
ら
れ
て

い
る
指

定
基
準
「教
育
課
程
等
Ｌ
教
員
あ

資
格
Ｌ
施
設
。設
備
「
運
営
及
び

情
報
提
供
Ｌ
４
全
て
満
た
し
、
文
科

省
の
学
校
訪
間
と
調
査
に
よ

つ
て

確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
＾
ま

た
、教
育
内
容
に
つ
い
て
も
「教
育

内
容
が
反
目
的
」
と
か
、
「
不
当
な

支
配
を
受
け
て
い
る
」
と
し
て
除

外
し
た
「
差
別
的
な
扱

い
」
は
「
既

に
指
定
さ
れ
て
い
る
他
の
外
国
人

学
校
に
つ
い
て
、
教
育
内
容
を
基

準
之
し
て

い
な

い
こ
と
」
″
明
白

に
な

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

植
民
地
支
配
責
任
か
ら

逃
れ
よ
う
と
す
る
日
本

民
族
教
育
を
排
斥
し
、
高
校

無
償
化
か
ら
も
除
外
し
よ
う
と
す

る
根
拠
に
は
、
日
本
当
局
の

「植

民
地
支
配
責
任
の
希
薄
さ
」
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇

一
年

一
二
月
、
昭
和

天
皇
が

‐私
自
身
と
し
て
は
、
桓

武
天
皇
の
生
母
が
百
済
の
武
寧
王

の
子
孫
で
あ
る
と
、
続
日
本
紀
に

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
韓
国
と

の
ゅ
か
り
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と

さ
べ
、
自
身
の
先
祖
に
朝
鮮
人
が

い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
儒
教

や
仏
教
な
ど
諸
文
化
が
日
本
に
伝

わ
つ
た
こ
と
も
「文
化
や
技
術
が
、

日
本
の
人
々
の
熱
意
と
韓
国‐
の
人

々
の
友
好
的
態
度
に
よ
つ
て
日
本

に
持
た
さ
れ
た
こ
と
は
、
幸
い
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た

が
、
日
本
と
朝
鮮
が
先
祖
を
同
じ

く
す
る
と
い
う
考
え
は
帝
国
時
代

の
日
本
の
野
望
と
あ
ま
り
に
も
強

く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
左
翼

も
右
翼
も
思
い
だ
し
た
く
な
か
つ

た
の
か
、
天
皇
の
試
み
は
無
視
さ

れ
た
形
に
な

っ
た

い
コ
バ
ー
ト

一い
ヽ
］
）́ぃ。

民
族
教
育
を
排
除
す
る
の
は
、

日
本
が
明
治
維
新
後
、
皇
国
臣
民

思
想
と
の
関
連
か
ら
ヤ
マ
ト
民
族

に
迎
合
し
て
く
れヽ
る
多
文
化
共
生

は
可
能
だ
が
、
同
調
し
な
い
民
族

教
育
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
あ

る
。
敗
戦
処
理
に
お
い
て
、
米
置

の
最
終
決
定
は
昭
和
天
皇
の
戦
争

責
任
を
聞
わ
ず
、
「平
和
天
皇
」

と
し
て
訴
追
せ
ず
、
落
飾
し
て
裕

仁
天
皇
と
名
を
改
め
天
皇
制
自
体

の
存
続
を
図
る
こ
と
で
瑕
疵
を
認

め
ず
、
天
皇
制
を
認
知
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
か
ゐ
、
戦
争
責
任

追
及
の
機
会
が
ア
ジ
ア
全
域
か
ら

奪
わ
れ
、
戦
争
責
任
追
及
の
必
要

性
や
加
害
意
識
が
封
印
さ
れ
、
関

心
の
希
薄
さ
と
責
任
意
識
の
欠

落
、
指
導
者
責
任
論
と

「覇
さ
れ

た
論
」
の
定
着
が
な
さ
れ
、
一原
爆

被
害
の
何
十
倍
、
何
百
倍
も
の
被

害
を
ア
ジ
ア
植
民
地
に
与
え
た
歴

史
事
実
を
風
化
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
植
民
地
時

代
に
起
き
た
加
害
事
実
が
原
爆
被

害
や
空
襲
被
害
、
戦
後
に
起
き
た

拉
致
被
害
意
識
の
強
調
に
よ
つ
て

少
な
か
ら
ず
相
殺
或
い
は
軽
減
さ

れ
る
作
用
が
働
い
た
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

在
颯
朝
鮮
人
の
処
遇
が
植
民

地
時
代
の
朝
鮮
人
と
変
わ
ら
ず
、

日
本
人
と
同
様
に
帝
国
臣
民
と
し

て
、
納
税
や
徴
兵
な
ど
の
義
務
と

責
任
は
強
要
さ
れ
な
が
ら
、
一権
利

に
お
い
て
は
日
本
人
対
象
の

一‘内

地
戸
籍
」
と
朝
鮮
人
対
象
の

一朝

鮮
戸
籍
」
に
よ
つ
て
、
巧
妙
に
線

引
き
さ
れ
、
「制
度
的
差
別
」
が

ま
か
り
通
っ
た
時
代
を
街
彿
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

［李
沐
任

・【０卜
］　
〓．。

朝
鮮
半
島
分
断
の
起
点
は
、
日

本
の
植
民
地
支
配
に
あ
つ
た
。
日

本
は
戦
後
、
米
国
の
統
治
下
で
天

皇
制
を
存
続
と
解
体
に
伴
う
植
民

地
支
配
責
任
を
回
避
し
、
分
断
シ

ス
テ
ム
に
便
乗
す
る
こ
と
で
、
新

ア
ジ
ア
秩
序
形
成
の
拠
点
と
し
た

い
米
国
の
意
図
と
朝
鮮
分
断
シ
ス

テ
ム
は
表
裏

一
体
の
関
係
で
機
能

し
て
き
た
と
い
え
る
甲
ｒ

一一Ｓ
ュ

言
。
戦
後
、
米
国
の
日
本
統
治
の

も
と
、
「国
体
」
に
代
わ
り
安
保

が
書
本
の
憲
法
体
制
を
凌
駕
す
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
存
在
し
続
け
る

中
で
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
戦
争

状
態
の
固
定
化
は
好
都
合
な
も
の

と
し
て
機
能
し
、
朝
鮮
分
断
シ
ス

テ
ム
の
崩
壊
は
、
ま
さ
に
日
本
の

「安
保
国
体
」
の
崩
壊
を
意
味
し

た
。
表
向
き
は
朝
鮮
半
島
に
お
い

て
、
南
北
首
脳
会
談
や
米
朝
首
脳

会
談
を
歓
迎
す
る
日
本
政
府
だ

が
、
そ
の
深
層
心
理
に
は
危
機
意

識
が
あ
り
、
そ
の
反
動
と
し
て
、

日
本
社
会
に
反
朝
鮮
意
識
、
排
外

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
国
家
主
義
的

な
意
識
が
増
幅
し
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
で
、
在

日
朝
鮮
人
は
多
様
性
を
認
め
な
い

日
本
社
会
に
打
ち
勝
て
ず
、
同
化

傾
向
は
二
〇
〇
三
、
四
年
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減

つ
て
は
い
る
も
の

の
、
数
十
万
人
に
い
た
つ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
二
〇
〇

一
年
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以
降
の
帰
化
申
請
者
、
及
び
許
可

者
の
統
計
が
あ
る
が
、
二
〇
年
間

で
既
に
十
四
万
人
を
超
え
て
い
る

の
は
そ
の
流
れ
を
物
語
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
（資
料
３
を
参
照
）

帰
化
制
度
も
二
〇
〇
三
年
か

ら

「帰
化
動
機
書
」
、
の
提
出
が
不

要
に
な
り
、
手
続
き
が
簡
略
化
さ

れ
、
「
同
化

へ
の
踏
絵
的
制
度
」

か
ら

「受
け
入
れ
窓
目
一
に
変
化

す
る
こ
と
で
、
申
請
者
は
目
籍
と

民
族
を
切
り
離
し

「
コ
リ
ァ
系
ロ

本
人
」
と
し
て
、
朝
鮮
学
校
卒
業

生
の
中
で
も
増
え
て
き
て
ぃ
る
。

民
国
に
お
い
で
、は
、
中
央
単
位
ま

で
日
本
国
籍
者
が
就
任
し
、
韓
国

系
銀
行
は
日
本
人
が
多
く
就
業
し

て
そ
の
割
合
は
逆
転
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
と
い
う
。
朝
鮮
総
聯

系
の
同
胞
の
中
で
も
韓
国
パ
ス
ポ

ー
ト
を
取
得
し
海
外
旅
行
を
楽
し

む
人
達
も
増
え
て
き
て
ぃ
る
。

文
化
や
言
語
の
継
承
と
い
う
、

日
本
国
の
中
の
在
日
コ
リ
ア
ン
ミ

ニ
テ
ィ
は
多
様
性
の
重
要
性
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
、
新
し
い
形
の
申

で
民
族
教
育
の
ぁ
り
方
も
求
め
ら

れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
守

ら
な
い
限
り
、
真
の
友
好
親
善
は

あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

お
金
は
人
を
不
幸
に
も
幸
せ

に
も
さ
せ
る
魔
力
が
ぁ
る
と

い

う
。
私
達
は
九
年
前
、
有
志
と
共

に
少
し
で
も
節
税
が
出
来
て
お
金

の
あ
る
人
が
お
金
を
出
し
合
い
、

授
業
料
を
出
せ
な
い
貧
困
者
を
助

け
朝
鮮
学
校
運
営
に
少
し
で
も
役

に
立
て
た
い
と
の
思
い
か
ら

一
般

財
団
法
人

「
ア
イ
教
育
財
団
」
を

設
立
し
た
。

財
団
評
議
員

の
Ｈ
Ｎ
さ
ん
が

愛
気
朝
鮮
申
高
級
学
校
の
建
設
募

金
運
動
に
去
年
壱
千
高
円
を
寄
付

し
て
下
さ
っ
た
。
大
〇
年
間
、．
丁

稚
奉
公
か
ら
鉄
工
業
を
営
み
コ
ツ

コ
ツ
貯
め
た
お
金
を
子
ど
も
の
未

来
の
た
め
に
寄
付
し
て
下
さ
る
気

持
ち
は
ど
れ
ほ
ど
有
難
い
も
の
か

計
り
知
れ
な
い
。
あ
る
老
人
会
の

席
上
で
紹
介
し
た
え
、
Ｋ
さ
ん
が

「
Ｈ
Ｎ
君
は
沢
山
金
が
あ
る
ね
」

と
皮
肉
を
言
わ
れ
、
即
Ｈ
Ｎ
さ
ん

は

「貴
方
よ
り
な
い
け
ど
気
持
ち

で
出
し
ま
し
た
」
と
い
う
と
、
Ｋ

さ
ん
は
蒼
白
に
な

っ
た
こ
と
が
あ

っ
キ
に。
朝
鮮
学
園

の
収
支
書

に
よ
る

と
、
二
〇
二
三
年
度
寄
付
金
収
入
ぅ．

は
、
納
付
金
は
三
四
％
で
寄
付
金

が
欄
四
え
、
補
助
金
八
％
、
雑
収

入
が

一
四
　
で
、
四
四
％
寄
付
の

中
身
の
九
六
％
は
同
胞
た
ち
の
血

と
汗
の
結
晶
で
あ
る
。
在
日
朝
鮮

人
は
政
治
に
意
見
が
あ
っ
て
も
反

映
で
き
る
場
が
な
い
。
拉
致
の
発

覚
か
ら
三
二
年
の
歳
月
が
流
れ
、

無
償
化
裁
判
の
敗
訴
か
ら

一
一
年́

が
過
ぎ
去
っ
た
。
私
達
に
は
納
税

の
義
務
は
あ
る
が
、
権
利
は
補
償

さ
れ
な
い
。
拉
致
対
策
費
に
は
年

一
二
億
円
を
二
二
年
間
使
っ
て
い

る
が
、
朝
鮮
高
校
無
償
化
の
年
間

支
出
予
定
費
用
は
た
か
が
二
億
円

程
度
だ
が
否
定
さ
れ
、
補
助
金
が

減
額
さ
れ
て
い
る
。
い
く
ら
出
生

主
義
で
は
な
い
と
し
て
も
四
世
王

世
の
子
供
た
ち
が
住
み
や
す
い
日

外一牡酔頌諄れい蔽
「の部卸ひ

動
」
を
行
う
こ
と
に
決
め
た
。
今

年
秋
ご
ろ
に
は
市
長
に
届
け
る
つ

も
り
で
運
動
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
機
文
を
読
ん
で
く
だ
さ

っ
た
方

々
に
も
署
名
を
お
願
い
し
た
ぃ
と

思
い
ま
す
。
ょ
ろ
し
く
お
願
い
ぃ

た
し
ま
す
。

（二
〇
二
四
年
六
月
九
日
）

【鷲L】
i朴三石『知つていますか、朝鮮学校』岩波ブックレット2012年
五
『朝日新聞』2005年 8月 20日付社説
溢ロバート・S・ ボイントン『「招待所」という名の収容所』柏書房2017年
Ⅳ
李沫任『奪われた在日コリアンの日本国籍‐日本の移民政策を考える』明石書店2021年
V繊
願厚『遅すぎた聖断 (昭和天皇の戦争指導と戦争責任)』昭和出版1991年、229頁。『日本はなぜ戦

争をやめられなかつたのか (中心軸なき国家の矛盾)』 社会評論社2013年
宙 2023年度愛知朝鮮学園収支書、納付金58,019千円、寄付金133,647千円、補助金14,731千円、雑収

入26,130千円=合計232,527千円。
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資料 1 朝鮮学校に対する愛知県及び各市の補助金推移  (単位千円以下四捨五入)(下記の推移を参
照)

資料 211、 入学納付金補助額〕は以下の通りである [私学あいち:2023.7.3]。

【2、 授業料の補助額】 〈授業料428,400円〉 (授業料一単位9,240円 )(授業料403,200円〉

資料 3在 日朝鮮人の帰化申請者数、帰化許可者数等推移 (単位:人)[李 :20]

6

2017年 2018年 2019年 2020年 2021■F 2022年 2023年 2024年

愛知県 17,752 16,763 16,300 15,670 14,598 15,103 12,574 11,070

一人当 38 39 40 41 42 43 44 予想 45

名古屋市 6,356 5,363 4,538 3,870 2,793 0 0 ,

春 日井 ril 1,188 1,153 1,047 996 978 1,065 1,030 1,030

瀬戸市 700 700 700 700 700 700 700 700

豊橋市 509 506 504 504 508 0 0 0

豊田市 36 ０
４

０
´ 12 12 12 12 12

小牧市 25 25 13 13 13 13 0 0

清須・愛西市 110 90 80 80 60 70 50 50

合 計 26,675 24,611 23,193 21,828 ■9,655 ■Q962 14,866 12,862

所得基準 高等学校 (全 国制 ) 高等学校 (通信制 ) 専修学校高等課程

課税標準額XO.06-市民税調整す

除額が212,700未満の世帯

200, 000円 30, 000円 1301000円

課税標準額×0.06-市民税調整 1

除額が270,300未満の世帯

100,000円 15,000円 65, 000円

所得基準 高等学校 (今 日制 ) 高等学校 (通信制 ) 専修学校高等課程

課税標準額×0.06-市民税調整事

除額が212,700未満の世帯

428,400円 9,240円 403,200円

課税標準額×006 市民税調整手
除額が270,300未 満の世帯

214, 800円 9, 240円 201,600円

年 帰化申請者 許可合計数 韓国 。朝鮮 中 国 その他 不許可者数

2001 13,442 15,291 10,295 4,377 6■9 130

2003 15,666 17,633 11,778 4,722 1,133 150

2005 14,666 15,251 9,689 4.427 1,135 166

2007 16,107 14,「680 8,546 4,740 1,鈴4 260

2009 14,878 14,785 7,637 5,392 1,756 201

2011 11,008 10,359 5,656 3,259 1.444 279

2013 10,119 8、 646 4,381 2,845 1,470 332

20■ 5 1■,337 乳277 4,744 3,060 1,473 509
2017 11,063 10)315 5ヽ 631 3,025 1)692 670
2019 10,457 8,453 4,360 2,374 1,719 596

2021 9,562 8,167 3,or64 2.526 2,077 863

2023 9,836 8,800 21807 2,651 3,342 813

累計 283,941 601,345 149,263 82,715 35,429 9,860

出典 :法務省HP公開統計 (閲覧日2024年 6月 8日 )中請者数と許可者数一致しないのは持ちlLEしあり。
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朝
鮮
の
雑
器
茶
碗
が
日
本
の
国
宝
に
‥

雑
器
茶
碗
は
や
っば
り
雑
器

山

崎

真

臣

六
月
初
旬
、
三
泊
四
日
の
予
定

で
韓
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の

目
的
は
、
妻
の
父
親
の
墓
参
と
博

物
館
で
の
井
戸
茶
碗
や
熊
川

・
呉

器

・
魚
々
屋
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

る
雑
器
茶
碗
が
、
ど
の
様
に
展
示

さ
れ
て
い
る
の
か
，
ワ
ク
ワ
ク

・

ド
キ
ド
キ
、
不
安
と
期
待
の
入
り

交
じ
っ
た
心
境
で
の
見
学
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
。

ソ
ウ
ル
市
龍
山
区
に
あ
る
、
韓

国
最
大
の
国
立
中
央
博
物
館

へ
入

っ
た
の
は
、
軍
人
の
遺
骨
が
葬
ら

れ
て
い
る
国
立
墓
地

（
ソ
ウ
ル
市

銅
雀
区
）
で
の
墓
参
を
す
ま
せ
て

か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

中
央
博
物
館
で
は
，
常
時
二
万

点
余
り
の
展
示
品
が
な
さ
れ
て
い

る
と
の
事
で
、
私
は
ま
ず
初
め
に

三
階
の
工
芸
の
部
に
向
か
い
、
陶

磁
資
料
室
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
部
屋
で
の
圧
巻
は
、
や
は

り
高
麗
時
代
の
陶
磁
器
で
し
た
。

部
屋

一
杯
に
並
べ
ら
れ
た
青
磁

・

白
磁

。
三
島

・
染
付
な
ど
、
ど
れ

も
が
見
事
な
物
ば
か
り
で
し
た
。

と
く
に
目
を
ひ
い
た
の
は
，
自
磁

の
壷
が
，
同
じ
形
の
物
ば
か
り
が

十
数
個
、
纏
め
て
転
じ
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
コ
」
ん
な
に
多
く
、

し
か
も
同
じ
壺
を
並
べ
な
く
て
も

い
い
の
に
？
」
　

そ
ん
な
疑
間
を

持

っ
て
の
拝
観
で
し
た

（色
彩
な

ど
の
違
い
を
見
て
も
ら
う
為
の
企

画
か
？
）
。

高
一麗
陶
磁
に
関
し
て
は
，
自
磁

の
壷
を
褒
め
称
え
る
人
が
多
い
よ

う
で
、
「奇
跡
的
な
白
、
作

っ
た

と
い
う
感
じ
か
ら
離
れ
た
色
と
硬

度
と
形
。
生
み
出
し
た
文
化
や
土

壌
を
感
じ
さ
せ
る
」
と
か
、
「
ど

の
方
向
か
ら
光
線
を
当
て
て
も
，

同
じ
明
る
さ
に
透
き
通
っ
た
白
に

戦
慄
か
が
走
る
ほ
ど
ひ
き
つ
け
ら

れ
，
魅
力
を
感
じ
た
」
。
・
。
そ

ん
な
賛
嘆
の
声
も
、
耳
に
し
て
い

ま
す
。
壺
麗
時
代
の
次
は
、
い
よ
い
よ

李
朝
、
私
の
目
指
す
展
示
室
で
す
。

ま
ず
、
前
時
代
か
ら
受
け
継
い

だ
青
磁

・
白
磁

。
三
島
な
ど
の
作

品
、
三
島
で
は
皿
が
，
青
磁
で
は

花
瓶
や
食
器
、
白
磁
で
は
壺
な
ど

が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
、
展
示
の

方
法
が
前
室
と
少
し
違

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
井
戸
な
ど
の
茶
碗
類

は
、
日
を
皿
の
よ
う
に
し
て
探
し

ま
し
た
が
、　
一
点
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
　

な
ぜ
展
示
さ
れ
て
い

な
い
の
か
？

雑
器

の
展
示
は
必
要
な

い
の

か
，
・

存
在
を
無
視
し
て
い
る
の

か
？
　
も
し
か
し
て
、
展
示
を
し

て
日
本
人
か
ら
の
評
価
を
気
に
し

て
の
、
無
視
か
？

　

「触
ら
ぬ
神

に
祟
り
無
し
」
な
ど
と
，
疑
間
が

次
々
に
わ
い
て
ま
し
た
。

日
本
で
の
李
朝
期
の
茶
碗
は
、

「わ
び
さ
び
」
の
茶
の
湯
に
最
も

適
し
た
も
の
で
、
そ
の
主
演
は
茶

碗
で
し
た
。

太
閤
秀
吉
が
茶
会
で
最
も
多
く

使

っ
た
の
は
井
戸
茶
碗
で
あ

っ
た

と
記
録

（茶
会
記
）
に
の
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。

茶
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
栄
西

に
よ
つ
て
、
宋
風
喫
茶
文
化
を
持

ち
帰

っ
た
と
さ
れ
，
そ
の
と
き
に

持
ち
帰

つ
た
の
が

「抹
茶
」
で
し

た
。
以
降
、
お
茶
と
云
え
ば
抹
茶

の
事
で
、
今
、
私
た
ち
が
飲
ん
で

い
る
茶
の
葉
を
湯
に
注
い
で
香
り

と
味
を
出
す

「玉
露
」
な
ど
の
煎

茶
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
の
も
の

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
煎
茶
が
通
常
の
も
の

で
、
抹
茶
文
化
し
伝
わ

っ
て
い
ま

せ
ん
。
茶
の
文
化
が
異
な
り
、
茶

道
具
も
違

っ
た
物
と
な
り
、
メ
シ

茶
碗
や

マ
ッ
カ
リ
を
飲
む
酒
器

は
、
朝
鮮
で
は
茶
器
と
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
本
人

が
珍
重
し
て
き
た
井
戸
や
熊
川
な

ど
の
茶
碗
は
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て

も
雑
器
扱
い
で
、
朝
鮮
で
は
日
の

目
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
様

で
、
文
化
の
違
い
が
現
状
で
は
仕

方
の
無
い
様
で
し
た
。
残
念
で
し

た
。
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切

【その 96】

韓国映画『監獄の首領』

(2016生F)

監督 :ナ・ヒョン

伊 藤 一 郎

(koreamOvieculture()ah00 Cojp)

朝鮮文化を知る会

閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
の

権
力
闘
争

狂
気
は
ジ
ェ
ン
ダ
ロ
の
異
常
な
偏
り
か
ら

映
画

「
８
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

で
薄
幸
の
青
年
を
演
じ
た

ハ
ン

・

ソ
ッ
キ

ュ
は
、
今
回
は
狂
気
の
ア

ゥ
ト
ロ
ー
の
首
領
を
演
じ
切

っ
て

い
る
。
元
刑
事
の
ユ
ゴ
ン
を
演
じ

る

・キ
ム

・
レ
ウ
オ
ン
は
、
日
本
に

も
公
式
の
フ
ア
ン
ク
ラ
ブ
の
あ
る

韓
流
ス
タ
ー
で
、
日
本
に
も
フ
ア

ン
が
多
い
。

映
画
の
ポ
ス
タ
ー
の
中
央
に
は

「監
獄
で
世
の
中
を
手
玉
に
と
る

奴
ら
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ポ
ス

タ
ー
の
中
心
に
は
、
首
領
を
演
じ

る
イ
ク
ホ
が
ふ
て
ぶ
て
し
い
表
情

で
君
臨
し
て
お
り
、
そ
の
側
に
は
、

首
領
に
寄
り
添
う
服
役
囚
だ
け
で

な
く
刑
務
所
の
所
長
の
姿
も
確
認

で
き
る
。
本
作
品
の
副
題
は

「完

全
犯
罪
地
域
」
で
あ
る
。
作
品
の

あ
ら
す
じ
は
、
以
下
の
と
お
り
。

ソ
ウ
ル
の
あ
る
刑
務
所
で
は
、

夜
に
な
る
と
収
容
さ
れ
て
い
る
囚

人
た
ち
が
外
出
し
て
は
、
完
全
犯

罪
を
日
々
繰
り
返
す
。
完
全
犯
罪

を
可
能
に
す
る
拠
点
と
し
て
の
刑

務
所
内
で
、
首
領
と
し
て
君
臨
す

る
囚
人
の
チ

ヨ
ン

・
イ
ク
ホ

（
ハ

ン

・
ソ
ツ
キ

ユ
）
。
イ
ク
ホ
は
絶

対
的
な
権
力
を
刑
務
所
内
で
持

っ

て
お
り
、
因
人
だ
け
で
な
く
看
守

か
ら
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。

監
獄
を
牛
耳

つ
て
い
る
の
は
、

所
長
で
は
な
く
囚
人
で
あ

つ
た
。

イ
ク
ホ
は
刑
務
所
内
だ
け
で
な

く
韓
国
の
犯
罪
組
織
の
首
領
で
も

ぁ

っ
た
。
刑
務
所
内
に
い
な
が
ら

に
し
て
、
夜
に
屋
外
に
車
で
外
出

し
て
、
ぶ
り
の
刺
身
と
焼
酎
を
楽

し
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

あ
る
日
、
検
挙
率
１
０
０
％
を

誇
る
元
刑
事
ソ
ン

・
ユ
ゴ
ン

（キ

ム

・
レ
ウ
オ
ン
）
が
収
監
さ
れ
た
。

ユ
ゴ
ン
は
刑
務
所
内
で
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
が
、
イ

ク
ホ
に
助
け
ら
れ
る
。
あ
る
日
刑

務
所
内
で
の
検
閲
が
あ
り
、
窮
地

に
立
た
さ
れ
た
イ
ク
ホ
を

ユ
ゴ
ン

が
助
け
る
。

そ
の
後
、　
ス
コ
ン
は
イ
ク
ホ
の

信
頼
を
得
な
が
ら
犯
罪
に
徐
々
に

手
を
貸
し
て
い
く
。
そ
の
後
も
刑

務
所
に
は
、
刑
務
所
内
の
上
下
関

係
を
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
、
下

剋
上
を
試
み
る
も
の
が
い
た
が
、

す
べ
て
イ
ク
ホ
に
よ

つ
て
制
圧
さ

れ
る
。
そ
の
度
に
刑
務
所
内
の
す

べ
て
の
人
々
が
、
そ
こ
で
の
カ
ー

「ナムウィキ」より引用
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ス
ト
の
ト
ツ
プ
に
君
臨
す
る
の
は

誰
な
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

彼
ら
に
と
つ
て
刑
務
所
は
、
特

別
の
場
所
で
は
な
く
外
の
世
界
と

同
じ
時
間
が
流
れ
る
場
所
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
　
　
、

本
作
品
は
、
監
獄
の
中
に
い
る

受
刑
者
た
ち
が
監
獄
を
抜
け
出
し

て
は
殺
人
や
強
盗
を
繰
り
返
す

が
―
刑
務
所
の
受
刑
者
と
い
う
ア

リ
バ
イ
が
あ

っ
て
逮
捕
す
る
事
が

で
き
な
い
と
い
う
荒
唐
無
稽
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
始
ま
る
。
現
実
離
れ

し
た
内
容
で
あ
る
が
、
閉
ざ
さ
れ

た
空
間
で
の
人
間
関
係
の
力
関
係

の
動
き
、
権
力
闘
争
を
描
い
て
い

る
。
イ
ク
ホ
は
裏
切
り
者
や
自
分

を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
者
に
は
容

赦
な
い
。
自
分
に
反
目
す
る
者
を
、

看
守

の
協
力

の
も
と
に
消
し
去

る
。
イ
ク
ホ
は
何
度
か
窮
地
に
立

た
さ
れ
る
が
、，
そ
の
都
度
周
り
の

人
に
助
け
ら
れ
る
。
突
き
詰
め
れ

ば
、
イ
ク
ホ
の
人
を
惹
き

つ
け
る

人
徳
と
生
来
の
凶
暴
性
が
彼
を
救

つ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
正
気
の

状
態
か
ら

一
気
に
狂
気
の
悪
魔
に

変
身
す
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
に
、
イ
ク

ホ
を
演
じ
る
ハ
ン

・
ソ
ツ
キ

ュ
は

完
全
に
な
り
き
っ
て
い
る
。

元

一
匹
狼
の
刑
事
で
あ

っ
た

ユ

ゴ
ン
が
、
集
団
生
活
の
な
か
で
、

や
む
な
く
イ
ク
ホ
に
取
り
入
っ
て

い
く
過
程
、
そ
し
て
そ
の
人
物
像

の
描
写
の
仕
方
も
興
味
深
い
。
逃

れ
ら
れ
な
い
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
の

な
か
で
の
男
た
ち
の
暴
力
と
心
理

戦
は
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
映
画
を
見
て
い
て

絶
え
ず
違
和
感
を
覚
え
た
。
そ
れ

が
何
か
を
突
き
詰
め
て
考
え
た
と

こ
ろ
、
本
作
品
に
は
女
性
が
ほ
と

ん
ど
出
演
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
普
段
私
た
ち
が
生
活
す
る
上

で
、
買
い
物
に
行
く
際
も
、
乗
り

物
に
乗
る
上
で
も
、
男
性
だ
け
の

空
間
と
い
う
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得

な
い
。
そ
の
よ
う
な
ジ

エ
ン
ダ
ー

の
異
常
な
偏
り
に
よ
っ
て
生
じ
る

狂
気
も
本
作
品
を
構
成
す
る

一
つ

の
重
要
な
要
素
と
思
わ
れ
る
。

本
作
品
は
非
現
実
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
で
始
ま
る
が
、
時
間
が
経

つ

に
つ
れ
て
そ
れ
が
現
実
に
な
い
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
い
う
不
思
議

な
感
覚
に
囚
わ
れ
た
。

本
作
品
の
舞
台
は
韓
国
で
あ
る

が
、
海
外
を
旅
行
し
て
い
る
と
、

賄
賂
や
不
正
が
当
た
り
前
の
国
が

あ
る
。
そ
の
国
で
は
多
く
の
タ
ク

シ
ー
運
転
手
は
正
規
の
運
転
免
許

証
を
持
と
う
と
し
な
い
し
、
空
港

で
は

「き
ょ
う
は
私
の
誕
生
日
だ

か
ら
」
と
ス
ム
ー
ズ
な
入
国
審
査

を
ほ
の
め
か
し
な
が
ら
堂
々
と
賄

賂
を
要
求
す
る
公
務
員
が
い
る
。

心
付
け
を
渡
さ
な
い
と
ま
と
も
に

書
類
す
ら
書
こ
う
と
し
な
い
警
察

官
が
ほ
と
ん
ど
の
国
や
、
年
越
し

の
夜
に
、
酒
に
酔

っ
た
警
察
官
が

銃
を
空
に
向
け
て
乱
射
す
る
国
も

あ
る
。
私
た
ち
の
感
じ
る
常
識
が
、

常
識
と
し
て
通
常
し
な
い
状
況
は

現
実
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
映
画
の
後
半
で
は
大
ガ

ん
で
ん
返
し
が
訪
れ
る
。

し
か
し
韓
流
映
画
で
は
標
準
で

手
慣
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
よ
り
、
特
″

韓
国
映
画
の
質
に
は
日
を
見
張
ス

も
の
が
あ

っ
た
が
、
今
回
も
そ
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
も
の
で
あ

っ

た
。　
果
た
し
て
最
後
の
勝
者
は
、

だ
れ
で
あ
ろ
う
か
？
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『朝鮮
通信
使
、
尾
張路
の旅
一補
遺／
猿
猥
庵
と
朝鮮
通信
使
⌒七
日
４）

洒
落
た
国
際
感
覚

の
絵
筆

「唐
人
・唐
子
」
の
表
現
は
如
何
？

来
名

の
朝
鮮
使
節
を
九
歳
時

に
見
物
し
た
高
力
種
信
貧
ぶ
０
～
ト

∞
露
）
、
尾
張
藩
士
の
か
た
わ
ら
絵

筆
を
振
る
い

一
〇
三
種
も
の
作
品

を
残
し
た
。
そ
の
年
譜
は
山
本
祐

子
氏
に
よ
る

「高
力
猿
猥
庵
著
作

年
譜
」
（名
古
屋
市
博
物
館
研
究

紀
要
χ
、
８
８
）
が
あ
り
、
「大

き
な
祭
り
や
評
判
の
見
世
物
な
ど

実
録
物
を
最
も
得
意
と
し
た
」
と

作
風

の
特
徴
も
述
べ
ら
れ
て
い

Ｚり
。ち
な
み
に
作
品
は
２
２
歳
か
ら

確
認
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
に
は
『
猿

猥
庵
随
観
図
会
』
が
み
え
る
。
尾

張
地
方
の
祭
り
な
ど
の
記
録
で
、

先
号
紹
介
の
大
須

へ
の
朝
鮮

・
琉

球
両
使
節
を
模
し
た
行
列
も
描
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
朝
鮮
通
信

使
が
東
照
富
祭
や
馬
の
塔
な
ど
に

与
え
た
影
響
を
見
た
が
、
さ
ら
に

尾
張
地
域
の
祭
り
に
も
探
っ
て
み

．
堀
　
崎
　
一暴
　
明

た
い
。
お
鍬
祭
の
『唐
人
」
た
ち

伊
勢
神
官
の
御
山
に
鍬
形
の
榊
枝

が
生
え
る
と
豊
年
の
予
兆
と
し
て

行
わ
れ
た
お
鍬
祭
、
尾
張
で
は
元

禄

。
明
和
年
と
約
６
０
年
毎
に
流

行
し
て
い
た
。
文
政
十
年

貧
鍵
じ

は
次
周
期
に
当
た
り
、
秋
に
尾
張

西
部
で
始
ま

っ
た
お
鍬
祭
り
は
名

古
屋
城
下
に
近
い
東
枇
杷
島

。
日

置

。
押
切

・
古
渡
さ
ら
に
前
津
小

林
村

へ
広
が
り
を
み
せ
た
。
何
よ

り
も
祭
り
好
き
な
猿
狭
庵
は
九
月

末
か
ら
十
月
初
め
に
こ
れ
ら
現
地

へ
足
繁
く
通
い
、
そ
の
諸
相
を
見

事
に
描
い
て
い
る
（
『
御
鍬
祭
真

景
図
略

一
～
三
』
名
古
屋
市
博
物

館
）
。
今
回
は
そ
の
「唐
子
」
場
面
電
大

津
町
下
」
【
前
津
小
林
村
】
は
図

２
と
同
様
画
、
省
略
）
を
取
り
上

げ
、
考
察
し
た
い
。

図
１
は

「古
渡
村
」

（名
古
屋

市
、
中
区
）
が
催
す

「鍬
神
の
渡

御
」
場
面
。
す
で
に
行
わ
れ
た
東

枇
杷
島

。
日
置

。
押
切
で
は
神
輿

が
先
行
で
あ
る
も
の
の
、
順
序
は

逆
で

「稚
児
行
列
」
の
ね
り
も
の

が
先
供
と
な

っ
て
い
る
。
注
目
し

た
い
の
は
稚
児
４
人
の
装
束
で
、

「唐
子
の
姿
、
さ
ら
さ
染
め
」
と

記
述
が
あ
る
。

次
の
図
２
は

「観
福
寺
裏
」
（日

置
村
、
同
中
区
）
の
作
り
物
、
「虎

狩
」
。
獅
子
舞

の
よ
う
な
虎
に
続

き

「唐
人
姿
」
の
人
び
と
が
太
鼓

か
な
だ
ら
い
な
ど
を
打
ち
鳴
ら
し

て
進
む
場
面
で
、

虎
狩
に
唐
人
あ
ま
た
　
ど
や
ど

や
と
何
か
ち
ん
ぷ
ん
　
く
は
ん
ふ

く
じ
，つ
ら

と
歌
い
、
「ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
」

と
村
名
の

「観
福
寺
」
を
か
け
、

駄
洒
落
て
い
る
。

そ
し
て
図
３
は
西
二
町

（押
切

村
、
同
西
区
）
の

「鯛
の
作
物

唐
子
お
ど
り
」
。
行
列
を
見
物
す

る
人
た
ち
の
前
を
多
く
の
唐
子
装

束
の
子
供
ら
が

「大
鯛
車
」
を
引

き
、
う
ち
わ
太
鼓
で
踊
っ
て
の
行

進
。最
後
の
国
４
は
飴
屋
町

（前
津

小
林
村
、
同
中
区
）
の

「福
禄
寿

人
形
」
行
列
を
描
い
て
い
る
。
行

列
を
見
物
し
た
猿
猥
庵
は
、
幣
畠

に
剣
祓
、
両
方
の
箕
と
升
、
造
り

花
で
飾
る
福
禄
寿
車
を
多
く
の
若

も
の
、
子
供
、
少
女
、
芸
子
ら
が

楽
器
を
鳴
ら
し
賑
や
か
に
引
く
様

子
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
上
部
の

詞
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「唐
人

衣
装
」
に
身
を
包
み
、

三
味
せ
ん
の
こ
ま
　
も
ろ
こ
し

の
小
む
す
め
を
　
見
よ
と
て
ち
り

や
珍
な
ね
り
も
の

な
ど
と
洒
落
気
を
楽
し
む
歌
な

ど
を
添
え
、
「女
唐
子
、
他
に
見

な
れ
ず
、
い
と
艶
な
り
」
の
筆
を

通
ん
で
い
る
。

以
上
が

『
御
鍬
祭
真
景
図
略
』

に
見
え
る

「唐
子
画
」
と
詞
書
で

あ
る
。
村
び
と
、
異
国
文
化
を
楽
し
む

猿
猥
庵
は
茶
屋
町
警
固
行
列

（東
照
官
祭
）
へ
の
朝
鮮
通
信
使
の

影
響
を
明
確
に
指
摘
し
た
が
、
お

鍬
祭
り
に
登
場
の

「唐
子
」
に
は

何
も
触
れ
て
い
な
い
。
文
政
十
年

は
最
後
の
朝
鮮
使
節
来
名
か
ら
６

３
年
後
と
な
り
、
当
地
で
見
物
す

る
機
会
は
生
ま
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
名
古
屋
城
下
や
尾
張
各
地

の
祭
り
に
異
国
情
緒
を
醸
す
唐
子
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が
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ふ
丁
舞
通
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√
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が
Ｆ
Ｉ
メニ■も，４で紺声

１
１

■
■

ｒ̈

一
ユ
■

ヽ
・

´
ヽ

い
、
，
ふ
ヽ

をヽ

↓静
ら
ヽ
マ

攣
Ｔ
ｒ
」普
だ

ｔ
～
夢
暁
が

な
鱗
々

鷲
，欲
戸
・参

車
な
ど
は
こ
の
間
も
多
く
造
ら
れ

て
お
り
、
お
鍬
祭
り
を
催
す
村
び

と
の
耳
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
。
み

年
待
ち

に
待

っ
た
、
生
涯
に

一
度
の
祭
り
。

豊
作
を
願
い
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

仮
装
行
列
や
作
り
物
の
制
作
に
数

年
前
か
ら
準
備
に
熱
を
上
げ
た
。

そ
の
完
成
さ
せ
た

「作
り
物
」
「踊

り
」
「仮
装
の
衣
装
」
が
前
に
上

げ
た
場
面
で
あ
る
。
も
と
ょ
り
創

作
で
は
作
者
の
体
験
、
情
報
、
知

識
な
ど
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
特
に

唐
子
が
纏
う

「さ
ら
さ
染
め
」
の

衣
装
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
異
国

的
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
の
た
め
に
敢

え
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
、
歌
（図

４
）
の

「三
味
線
の
駒
を
高
一麗
に

か
け
」
（同
書
三
註
）
も
洒
落
た

国
際
感
覚
を
抜
露
す
る
も
の
で
、

村
び
と
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
国
際
認

識
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
と

い
ぇ

Ｚ
Ｏ

。

な
お

『
御
鍬
祭
真
景
図
略
』
の

誰
で
は
、
「
唐
子
」
は
、
中
国
風

の
衣
装
や
髪
形
の
子
供
】
と
し
て

い
る
が
、
近
世
に
十
回
も
の
朝
鮮

通
信
使
の
来
訪
を
受
け
た
尾
張
人

に
と
っ
て
、
「唐
人
風
」
を

「朝

鮮
風
」
と
す
る
認
識
の
方
が
妥
当

と
思
わ
れ
る
。

目

ｒ
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日本と朝鮮の国交正常化はどうなる?
(2)

鎮由不

〓
一　
日
朝
国
交
正
常

化
交
渉

（
一
九
九

一
～

九
二
）
の
経
緯

（
１
）
交

渉

の
状

況

「
新

し

い
情
勢

一
九
人
九
年

一
月
　
日
本
政
府

は
　

「わ
が
国
の
朝
鮮
半
島
政
策

に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
。

同
年
二
月
、
竹
下
首
相
は
衆
院

予
算
委
員
会
で
、

「朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
新
た
な

る
情
勢
に
配
慮
し
つ
つ
、
・
・
・

関
係
の
改
善
を
進
め
て
い
き
た
い

と
希
望
す
る
」

と
演
説
し
た
。

社
会
党
訪
朝
団
に
続
い
て
、
金

丸
訪
朝
団
が
平
壌
に
向
か
つ
た
。

▽
　
一
九
九

一
年
と
い
う
時
期
の

新
し
い
情
勢
と
は
、
如
何
な
る
情

勢
な
の
か
。

朝
鮮
の
盟
友
だ
つ
た
、
ソ
連
と

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
主
義
国
の
崩

壊
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
つ
て
、
朝
鮮
の
貿
易

は
ゼ
ロ
に
な
り
、
企
業
、
工
場
生

産
が
三
割
程
に
ダ
ウ
ン
し
た
。
厳

し
い
食
糧
難
が
全
土
を
お
お

つ

た
。七
十
年
代
以
来
の
、
軍
事
制
圧

プ
レ
ツ
シ
ヤ
ー
、
経
済
制
裁
の
ボ

デ
イ
ブ

ロ
ー
に
、
加
え
て
の
ノ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
状
況
が
表
出
し
た
。

▽
　
★

一
九
六
五
年
の
日
韓
条
約

締
結
の
場
合
も
★
、
韓
国
経
済
は
、

北
か
ら
の
食
糧
支
援
や
電
力
支
援

を
受
け
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
韓
国

の
窮
乏
が
あ

っ
た
。

政
治
的
に
は
、
こ
れ
を
放
置

す
れ
ば
、
『
行
こ
う
北

へ
、
来
た

れ
南

へ
』
の
青
年
、
大
学
生
の
呼

び
か
け
に
よ
つ
て
、
韓
国
の
「★
」

（赤
化
）
の
危
機
が
あ

っ
た
。

こ
の
状
況
を
見
す
え
て
、
日
本

外
交
は
、
①
植
民
地
支
配
は
合
法

的
で
あ

つ
た
。
②
独
立
の
お
祝
い

と
し
て
経
済
援
助
を
す
る
、
と
主

張
し
て
、
韓
国
は
こ
れ
に
土
下
座

し
た
。
日
本
の
望
外
な

一
方
的
勝

利
で
あ

っ
た
。
米
国
は
韓
国
の
軍

事
政
権
で
以
て
、
「
民
主
化
」
を

封
じ
込
め
る
べ
き
、
『
日
韓
会
談
』

の
成
功
を
切
に
望
ん
だ
。

▽
　
朝
鮮
の
状
況
は
、
国
家
存
亡

の
ピ
ン
チ
に
遭
遇
し
た
。

ソ
連
と
中
国
が
、
米
国
と
の
間

で
南
北
朝
鮮
の

「ク
ロ
ス
承
認
」

外
交
を
主
張
し
て
い
た
の
を
反
古

に
し
て
、
韓
国
を

一
方
的
に
承
認

す
る
事
態
に
至

っ
た
。
朝
鮮
の
外

交
的
孤
立
で
あ
る
。

ソ
連

の
シ

ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相

が
、
ソ
連
の
意
を
告
げ
る
べ
く
、

平
壌
を
訪
問
し
た
と
き
、
朝
鮮
の

首
脳
は
外
相
を
引
見
せ
ず
、
ソ
連

と
の
間
に
結
ば
れ
て
い
た
、
核
に

関
す
る
約
束
に
拘
束
さ
れ
な

い

と
、
言

い
放

っ
た
。
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条

約
に
加
盟
す
る
こ
と
）

シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
は
、
最
大

の
侮
辱
を
受
け
た
、
と
述
べ
て
い

スυ
。外
交
的
孤
立
に
加
え
て
、
社
会

主
義
圏
の
崩
壊
が
続
い
た
。
米
朝

関
係
の
外
交
的

「力
関
係
」
は
音

を
立
て
て
崩
れ
た
。

日
本
外
交
は
、
こ
の
状
況
で
、

国
交
正
常
化

へ
動
い
た
の
だ
。

（２
）
八
回
の
国
交
正
常
化

交
渉

一
九
九

一
年

一
月
二
〇
日
、

平
壌
で
交
渉
が
始
ま

っ
た
。
日
本

側
の
主
張
は
、
要
約
す
れ
ば
、

①
・
植
民
地
支
配
は
合
法
で
あ

つ

た
。
「当
時
の
国
際
社
会
は
、
異

を
唱
え
な
か
っ
た
し
、
国
際
法
学

会
で
も
認
定
さ
れ
た
」。

②
財
産
請
求
権
。
　

「物
的
人
的

被
害
の
事
実
関
係
を
う
ら
付
け
る
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客
観
的
な
資
料
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
貯
金
通
帳
、
年
金

証
書
、
徴
用
不
払
い
金
の
証
書
な

ど
を
示
せ
」。

③
日
朝
間
は
交
戦
状
態
に
な
か
っ

た
の
で
、
財
産
請
求
権
と
し
て
議

論
す
べ
き
で
あ
る
。

猛
り
立

つ
盗
人
の
強
弁
に
、
朝

鮮
側
は
、
「解
放
か
ら
五
〇
年
近

く
た

つ
て
い
る
の
に
、
計
本
か
ら

返
し
て
も
ら
え
る
と
思

っ
て
、
証

書
類
を
持

っ
て
い
る
人
が

い
る

か
。
」
と
果
れ
る
。

朝
鮮
側
は
、
賠
償
を
求
め
た
。

戦
後
四
五
年
に
つ
い
て
も
、
南
北

分
断
、
朝
鮮
戦
争
な
ど

へ
の
責
任

か
ら
、
日
本
は
補
償
す
べ
き
で
あ

る
、
と
論
じ
る
。
そ
し
て
双
方
の

隔
た
り
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
、

ま
ず
国
交
を
樹
立
し
、
補
償
問
題

を
含
め
た
他
の
問
題
は
、
そ
の
上

で
討
議
し
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し

た
。
　
　
　
　
　
，

国
交
正
常
化
交
渉
が
決
裂
し
た

の
は
、
日
本
側
か
ら
、
国
交
正
常

化
と
は
本
来
関
係
の
な
い
、
核
問

題

（核
査
察

の
受
け
入
れ
）
、
南

北
対
話
の
進
展
、
「李
恩
恵
問
題

の
調
査
」
の
受
け
入
れ
等
に
、
朝

鮮
側
が
反
発
し
た
こ
と
か
ら
、
約

一
年
、
八
回
の
会
談
で
決
裂
し
た
。

逆
境
の
朝
鮮
に
向
か
っ
て
、
国

交
正
常
化
の
場
で
、
米
国
と
韓
国

の
対
朝
鮮
外
交
を
代
行
す
る
日
本

外
交
に
は
、
『
正
常
化
』
を
買
い

た
た
く
チ
ヤ
ン
ス
と
思
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
日
本
は
、

植
民
地
支
配
の
清
算
を
し
な
い
、

国
際
社
会
の
記
録
を
更
新
し
つ
つ

あ
る
。

四
　
国
交
正
常
化
に

お
け
る
日
本
の
ス
タ
ン

ス日
朝
国
交
正
常
化
は
、　
一
つ
に

日
本
の

「植
民
地
支
配
は
合
法
で

あ

つ
た
」
の
立
場
と
、
二
つ
に
は

米
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ

る
、
と
の
二
点
で
困
難
を
極
め
る
。

米
国
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
は
、
交

渉
の
場
で
日
本
に
、
朝
鮮
の
非
核

化
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
求
め
た

こ
と
で
あ
る

▽
　
こ
の
二
重
の
ロ
ッ
ク
は
、

解
く
に
解
け
な
い
難
事
で
あ
る
。

だ
が
、
前
者
の
不
条
理
な
カ
ギ
も
、

事
と
次
第
に
よ
っ
て
は
、
朝
鮮
側

に
メ
リ
ッ
ト
ぁ
る
大
き
な
条
件
が

つ
い
て
来
る
な
ら
ば
、
手
の
打
ち

よ
う
が
あ
ろ
う
。

核
問
題
は
、
日
朝
間
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
案
件
な
の
で
、
論

議
の
し
よ
う
が
無
い
。
本
質
的
に

は
朝
鮮
と
米
国
間
の
関
係
で
あ

り
、
日
本
は
そ
れ
を
肩
代
わ
り
出

来
な
い
。
日
朝
間
で
は
合
意
に
至

る
、
日
本
側
の
資
格
も
手
段
も
無

い
事
案
で
あ
る
。
朝
鮮
の

「非
核

化
」
は
唯

一
、
米
国
の
戦
略
的
決

断
に
よ
っ
て
の
み
、
解
決
が
見
ら

れ
る
事
案
で
あ
る
。

ま
と
め
よ
う
。

日
本
側
に
は
、
植
民
地
支
配
は
、

①

「朝
鮮
の
非
文
明
」
「
野
蛮
な

歴
史
に
対
す
る
、
文
明
の
開
化

ヘ

の
導
き
で
あ
る
」
と
の
歴
史
認
識

②

「合
法
的
」
な
植
民
地
支
配

は
、
こ
れ
ま
た
有
益
で
あ

っ
た
と

の
宗
主
国
の
歴
史
認
識
か
ら
、
そ

も
そ
も
日
本
側
か
ら
す
れ
ば
、
悪

事
を
働
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
日
米
安
保
の
要
請
に

よ
る

「北
の
脅
威
」
の
除
去
で
あ

る

「非
核
化
」
要
求
は
、
国
際
秩

序
の
要
請
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
日

本
側
に
は
、
日
朝
国
交
正
常
化
は

自
国
の
責
務
と
か
義
務
と
か
と
い

う
立
場
で
は
無
か
っ
た
。

▽
　
今
少
し
米

の
介
入
を
見

′
０
。

『
一
九
九

一
年
二
月
、
ペ
リ
ー

国
務
長
官
は
、
訪
米
し
た
中
山
太

郎
外
相
に
、
核
査
察
問
題
を
日
朝

交
渉
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
求
め

た
』
翁
日
朝
交
渉
三
十
年
史
』
和

田
春
樹

。
ち
く
ま
書
房
）
。
さ
ら

に

『
五
月
二
十
日
～
二
二
日
に
北

京
で
行
わ
れ
た
第
二
国
会
談
の
冒

頭
か
ら
、
日
本
側
は
北
朝
鮮
に
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
の
受
け
入
れ
が

国
交
回
復
の
前
提
条
件
だ
と
し
て

求
め

・
・
・
』
（同
上
）
。

日
本
の
植
民
地
支
配
の
反
省
が

無
い
外
交
に
、
そ
の
前
提
条
件
を

新
た
に
付
け
加
え
突
き

つ
け
る
こ

と
で
、
日
朝
の
交
渉
を
打
ち
砕
い

た
。▽
　
さ
き
ご
ろ
、
岸
国
首
相
の

ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
訪
間
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
。
岸
田
首
相
に
は
、
交

渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
る
新
味
あ

る
案
件
の
準
備
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
韓
国
と
米
国
と
の
外
交
ル

ー
ト
を
断
ち
切

っ
た
朝
鮮
側
に
ど

ん
な
提
案
を
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
か
ら
は
、

「
日
本
側
に
独
自
性
が
な
い
」
と

の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
側
の
発
信
か
ら
す

れ
ば
、
窓
が
開
か
れ
そ
う
に
は
無

い
よ
う
だ
。

「国
交
正
常
化
を
望
む
」
日
本
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国
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
が
感
じ

ら
れ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
そ
の

条
件
づ
く
り
に
誠
意
が
伝
わ
る
な

ら
ば
、
交
渉
の
窓
日
は
開
か
れ
る

で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
後
述
す
る

つ
も
り
だ

が
、
今
や
核
保
有
国
に
な

つ
た
朝

鮮
は
、
交
渉
に
対
し
て
ハ
ー
ド
ル

を
高
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
①
野

蛮
国
を
　
②
文
明
開
化
さ
せ
た

が
、
ど
こ
が
悪
い
、
③
独
立
し
た

か
ら
国
交
は
結
ぼ
う
。
し
か
し
④

日
本
人
を
拉
致
す
る
ご
と
き
は
何

事
か
、
⑤
ま
し
て
や
核
で
日
本
に

脅
威
を
も
た
ら
す
と
は
許
せ
な

い
。
⑥
拉
致
と
核
が
解
決
す
れ
ば

国
交
を
結
ぼ
う
。
と
の
従
来
の
日

本
外
交
で
は

「国
交
正
常
化
」
交

渉
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

岸
田
首
相
の
訪
米
に
よ
つ
て
、

対
朝
鮮
外
交
政
策
の
す
り
あ
わ
せ

が
行
わ
れ
た
様
だ
が
、
果
た
し
て

日
本
国
の
責
務
と
し
て
の
、
日
朝

国
交
正
常
化

へ
の
回
路
を
発
見
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う

か
。要
す
る
に
、
　
国
際
秩
序
の
激

動

の
中

で
朝
鮮

の
地
位

の
変
化

を
、
日
本
は
自
己
の
思
考
回
路
に

導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
た
の
か
と
い
う
こ
と

だ
。
今
し
ば
ら
く
は
、
時
間
を
要

す
る
よ
う
に
見
え
る
。

※

※

※

朝

ｏ
日

ｏ
米
の
関
係
が
、
正
常

で
な
い
。
朝
米
は
今
や
核
戦
争
の

前
夜
に
あ
る
。
日
本
は
、
米
国
の

核
戦
略
に
絡
め
と
ら
れ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
事
態
に
も
朝
鮮
と
日

本
の
対
応
は
ま
る
で
正
反
対
だ
。

日
本
は
北
方
領
土
を
取
り
も
ど

す
、

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
の
前
進
を

投
げ
捨
て
て
も
、
米
国
の
要
請
に

従

つ
て
対
ロ
シ
ア
戦
争
に
入
り
込

ん
だ
。
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
の
対
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ

。
米
戦
争
と
見
て
取

つ
て
、

ロ
シ
ア
を
支
援
し
て
い
る
。
日
本

と
朝
鮮
の
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
事

態

へ
の
対
応
は
、
実
は
両
国
の

一

貫
し
た
国
際
秩
序

へ
の
対
応
で
あ

る
。
朝
鮮
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、

中
近
東
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
ア

フ
ガ
ン
、
ガ
ザ

・
・
・
に
、
常
に

反
米
で
あ
る
。
日
本
は
、
同
じ
戦

争
に
常
に
米
軍
を
支
援
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
も
同
様
で
あ
る
。

朝
鮮
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
の
空
で
多
く
の
米
軍

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
迎
え
撃

っ
た
。
ま

た
、
中
近
東

（第
四
次
）
の
空
で

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
を
打
ち
負

か
し
、　
エ
ジ
プ
ト
の
勝
利
に
貢
献

し
た
。
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争
で

も
米
国
と
対
抗
し
た
。
　

朝
鮮
の

反
帝

・
反
米
は
ロ
シ
ア
支
援
で
今

な
お
続
く
。
　
　
日
本
は
朝
鮮
と

は
逆
に
、
米
国
の
侵
略
戦
争
に
「反

共
」
「反
テ
ロ
」
「反
核
」
の
名
分

の
も
と
に
、
従

っ
て
き
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
事
態
で
は
、
よ
う
や
く
ロ

シ
ア
の

「侵
略
」
に
対
す
る

「名

分
」
を
得
て
、
公
然
と
米
国
側
に

立

つ
こ
と
が
で
き
た
。

本
来
な
ら
ば
、
日
本
の
国
益
か

ら
す
れ
ば
、

ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
軍
事
事
態
に
調
停
者
と
し
て

現
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。

「五
十
年
の
戦
争
国
家
」
は
敗

戦
を
も

つ
て
、
終
え
た
と
思
わ
れ

た
が
、
今
な
お
戦
争
支
援
は
終
え

て
い
な
い
姿
に

「二

つ
児
の
魂

百
ま
で
」
を
思
う
。
侍
ジ
ャ
パ
ン
、

こ
こ
に
あ
り
か
な
。

ピ
ヨ
ン
ヤ
ン
の
外
交
官
の
皆
さ

ん
。
「
日
本
研
究
」
を
極
め
る
ベ

き
で
し
ょ
う
。
日
本
は
対
米
交
渉

と
は

「別
物
」
で
す
。

○会員会費 (半年分)=3、 000円
(会報本部版・愛知版の購読費を含む)
○購読者『 日本と朝鮮 (愛知版)』 の
購読費 (半年分)=1,500円

○資金カンパ大歓迎
★振込用紙は一律に送付しました。

★ 月刊『日本と朝鮮 (愛知版)』 は、日・
韓・朝の市民が往き来する、紙上交差
点をめざします。
内容は、身近な話題、証言、時評、
書評、資料等の紹介、提案・意見など。
長短はかまいません。
★ 取材を依頼される場合はその旨お知ら
せを。
★ 締め切りは、毎月20日 ごろ。Eメール
歓迎。
★ 送配布先についても、ご紹介下さい。

夏季財政活動にご協力を

ご投稿のお め :
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い
ま
面
白
い
市
民
運
動
の
情
報
誌

●
愛

労
連

（箸

・モ

一
再

⊥

δ

二
四
・
七
　
発
行
＝
愛
知
県
労
働
組
合

総
連
合
／
名
古
屋
市
熱
田
区
）

○
全
労
働

者

に
物
価
高

上

回
る
賃

上
げ

を
／

最
低
賃

金

は
全

国

一
律

い
ま
す
ぐ

一
五
〇
〇

円
。

め
ざ

せ

一
七
〇
〇
円

〇

【
オ
ピ

ニ
オ

ン
】
核

の
な

い
世

界

へ
／
来
年
は
被
爆
八
〇
周
年

〇
対
話

と

リ

ス
ペ
ク
ト

か
ら
共
感

・
連
帯

・
行
動

へ
／

レ
イ
バ

ー

ノ

ー

ツ
大

会

で
学

ん
だ

労
働
組
合

で

団
結

す

る
素
晴

ら

し
さ

と
未
来

の

姿

　

　

　

　

　

，

ほ
か

●

ポ

ラ

ム

（
第

一
四
六

号

餞

二
〇

二
四

・
六

・

一
五
　

発
行

＝
岐
阜

朝
鮮

初
中

級

学
校

の
子
ど

も
た
ち
を
支

援

す

る
ポ

ラ

ム

の
会

／
岐
阜
市

長
良

）

〇

【
教
室

化

か
ら
】
教
員

一
年

目

～
升
亨
奎

〇

二
〇

二
四
年
、

こ
の
年

に
願

う

～
松
井
和
子

〇
オ

リ
ー
ブ

の
会
会

長
、
柴

橋

正

道
岐

阜
市

長

の
声

明

に
関
す

る
意

見
表
明

（
二
月

一
九
日
）

ほ
か

●

窓

の

会

　

（第
九
二
号
上

δ

二

四

口
六

・
一
七
　
発
行
＝
豊
橋
市
柱
三

番
町
　
こ
れ
か
ら
出
版
）

○
追

悼

　

田
崎

先
生

～
冨
安
廣
次

〇
華

山
晩

年

の
自
作

狂
歌

・
知

ら

れ
ざ

る
情
念

と
逆
境

～
別
所

興

一

〇

「
パ
ア
ゴ

ラ
」

の
丸
山
薫

～
大

伊
和
雄

ほ
か

○
千
種

。名
東
平
和
委
員
会
、
名
古

屋
市
内
の
戦
跡

・
史
跡
め
ぐ
り
ほ
か

●
愛
知
宗
教
者
平
和
の
会
会
報

（第
二
六
四
号
）
【
発
行
＝
同
】

○
冤
罪
に
関
す
る
記
事
３
題

①
袴

田
事

件

、
無
罪
判
決

の
期
待

高

ま
る

②
飯

塚
事

件

の
再
審

、

認

め
ら
れ

ず③

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
『
冤
罪
』

の
深
層
」
が

大
賞
受
賞

〇
愛
知
宗
教
者

九
条

の
会

が
街

頭

宣
伝
参
加

の
訴
え

ほ
か

●

草

の

根

（第

四
六

二
号

　

二
〇

二
四

・
六

上

（
　

発

行

＝
原
水

爆
禁

止
愛

知

県
協
議
会
／
名
古
屋
市
東
区
）

○

『
原
爆

の
火
』

を
先

頭

に
あ

い

ち
平
和
行
進

ス
タ
ー
ト
！

〇

『
被

爆
者

が
国

に
挑

む
最
後

の

た
た
か
い
』
／
愛
友
会

○
高

校

生
平
和
ゼ

ミ
ナ
ー

ル
が
活

動
紹
介

と

パ
ネ

ル
展

示
／
高

校
生

署
名
八
八
筆
集

ま
る
！

ほ
か

●
革
新
・
愛
知
の
会

（
第

二
四
九

六
号

＝

二
〇

二
四

・

六

・
十
発

行

＝
同
会

／

名
古

屋
市

熱

田
区
）

○

【
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
】
重
原

惇

子

さ

ん

＝
社

会

を
変

え

る
た

め

に
声

を
あ
げ

よ
う
、
行

動

し
続

け

よ

う

／

投

票
す

る

こ
と

で
未
来

が

ひ
ら

け
る
〇
金
権

政

治

と
決

別

を

１
／
清
廉

な
青

磁

を
め
ざ

し

て

１
／
政

治

家

の
裏

金

・
脱
税

を
な

く
す
愛

知

の

〈
本
　
発
足

○

【
多
数

派

め
ざ

し

て
】
谷
本

麗

之
＝

「自
民
党

嫌
だ

」
青

年

の
力

で
政
治

を
変

え

る

ほ

か

●

な

ご

や

市

職

（第

二
四

一
〇
号
＝
二
〇

二
四
年

六

月

一
・
十

一
日
　

発
行

＝
名

古

屋

市

職
員

労
働
組

合
／
名

古

屋
市

中

区
三
の
丸
）

Ｏ

Ｂ
Ｂ
Ｑ
　

＆
　

地

引
網
体

験

イ

／ヽ
　
南
知
多
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド

○
憲

法
守

り
平

和
な
名

古

屋

を
願

っ
て
／

「
な
ご

や
平
和

の
日
」

を

平

和

の
た
め

に
具
体

的

に
行

動
す

暮賛 曼じ皐費李皇
璽阜 髪薄量2≡搬
く 和   が 1笙 レま 古編
の 学  れ 六 ひ 屋集
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る
日
に

〇
復

旧

が
進

ん

で
い
な

い
現
実

に

シ

ョ

ツ
ク
／
能

登
半
島

地
震
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
に
参

加
し

て
～
伊
藤

百

合
子

ほ
か

専
朝
協
議
●
●
●
　
．・
．

【大
阪
版
】
一δ
一西
夫

・
十

〇
会

員
、

そ
し

て
全

国

の
み
な

さ

ん
、
万
博

は
中
止
で
し

ょ
！

〇

【
ひ
か

る
チ

ャ
ン
的

国
際
連
帯

術

】
プ

サ

ン
は
バ

ス
高
速

シ

ス
テ

ム
が
充
実

○

【
か
ゑ

子
さ

ん

の
映

画
案
内

】

罪
深
き
少
年
た
ち

ほ
か

【群
馬
版
】
一δ

一西

・六
二

○

「
追

悼
碑

を
守

る
会

」

が
第

二

十

回
追

悼
集
会

と
総
会

を
行

う
／

群
馬

の
森

の
跡

地

で

Ａ
Ｒ

（
拡

張

現
実
）
を
見

る
～
松
本
和
江

○
県

は

「
守

る
会
」

に
撤
去
費

用

二
、
〇
六

二
万
円
を
請
求

〇
原

発

は
文

明

の
お
化
け
／

フ
ク

シ

マ
を
忘
れ
な

い
／
東
京
電
力

・柏

崎

刈

羽
原

子
力

発
電
所

～
新
井

忠

夫

ほ
か

【
東

京

中

野

版

】

一石

一面

共

二

〇

ア
メ
リ
カ

の
顔
色

う

か
が
う
ば

か

り

の
自

公
政
権

で

「
拉

致
被
害

者

」

の
帰

国

を
実

現

で
き

る

の
だ

ろ
う
か
▽
二
〇
〇
二
年
小
泉
政
権
は
秘

密
裡
に
事
前
交
渉
を
朝
鮮
国
と
進

め
て
い
た

▽

家

族

会

の
制

裁

加

除

に

も

反

対

し

な

い

と

決

断

し

た

声

明

に

応

え

ら

れ

る

か

▽

交

渉

の
基

本

は

平

壌

宣

言

の

実

行

あ

る

の

み

、

課

題

の
包

括

的

な

協

議

が

必

要

で

は

ほ
か

【埼
玉
版
】
一５
一面

・六
上

○
高
麗

神
社

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク

を
開
催
／

深

い
歴
史

と
朝
鮮

の
人

々
の
想

い
を
学

ん
だ

～

田
畑

　
茂

○

日
隅

一
雄

・
情
報
流

通
促
進
賞

二
〇

二
四
奨
励
賞

に
、
関
原

さ

ん

の
本
が
選
ば
れ
ま
し
た

○
韓

何
雲

（
は

ん

ハ
ウ

ン
）

の
詩

～
松
本
あ
や

ほ
か

【福
岡
版
】
一δ

一豪

・六
二

〇

【
こ
ん
に
ち
は
】
次
期
衆
院
選

女
性
候
補
者
は

一
八
％
止
ま
り

○

【歴
史
カ

フ

ェ
】
日
本

と
朝
鮮

の
近
代
史

・
『
征
韓
論
』
の
呪
縛

一

五
〇
年
を
解
く
～
植
山
　
渚

〇

【
韓
国

の
マ
ス
コ
ミ
】
客
観
的

事
実

よ
り
も
金
正
恩
書
記

の
言
葉

を
信
じ
る
文
在
寅

。
前
大
統
領
／

五
月

二
十

日
　
朝
鮮

日
報

。
社
説
ほ
か

・轟
輝
■
警
く
げ
通
擢
』

【発
行
＝
む
く
げ
の
金
】
一一〇
二
四

・五
・
二
六

○

【
歌

・
ノ
レ

・
１
８
９
】
北
朝

鮮

の
第

二
愛

国
歌

『
輝

く
祖

国

』

（
１
）
～
山
根
俊
郎

〇

【
研

究

ノ
ー

ト
】

ア
レ

ン
と
デ

シ

ュ
ラ
～
と
朝

鮮

人

ハ

ワ
イ
移

民

（中
）
～
堀
内
　
稔

〇
韓
国

。
大

田

「
（移
住

民
）

国
際

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
」

に
行

っ
て
き
ま

し
た
～
飛
田
雄

一

ほ
か

【表
紙
＝
三
浦
雅
子
】
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